
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ ー 平成24年度 年次報告書

エンジニアリング・デザインによる社会基盤の統合設計演習プログラムの創成

1 はじめに

熊本大学工学部革新ものづくり展開力の協働教育事

業の実習 ・ 演習科目の改善プロジェクトとして助成 を

受けた， 社会環境工学科において， 平成24年度より始

まった演習授業「社会基盤設計」について報告する。

当演習では， エンジニアリング・デザインという視点

を 「様々な視点 ・ 知識を統合する」， 「複数のアイデ

アから一つの解を選ぶJ ' 「検討を繰り返し行う」と

捉え， 歩道橋の設計を題材として， 「工学設計の技術

を空間デザインに統合する」能力の獲得を目指してい

る。 従来の座学を中心とした講義や表面的なデザイン

演習では， 学生が授業で得たことを蓄積させて自分の

力とすることや， 異なる授業を連携させるという発想

を持つことができないという問題意識に立ち， その克

服を目指したものである。 なお 3 「都市空間の魅力を

創造する橋梁設計のホ ーリスティック ・ アプローチ」

（関西支部共同研究グループ代表：久保田）の教育的

実践としても位置づけられた。

2. 演習の概要

2. 1 カリキュラム上の位置づけ

カリキュラムにおける位置づけを図1に示す。 当カ

リキュラムは， 2010年度にスタ ー トし， 2012年度が当

演習の初年度となる。 当演習は， 教育系共通というカ

テゴリに属し， 「 社会基盤計画」（ 3 年前期， 必修）と

いう計画系の演習の展開として， 「景観工学」などの景

観系， 「構造の力学」などの構造系， 「情報処理応用J

などの情報系， 3つの流れを統合する演習と位置づけ

られた選択授業である。
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社会環境工学科 星野裕司 ・ 葛西昭

2. 2 演習の体制および受講生

星野（景観デザイン）および葛西（鋼構造）によっ

て演習指導を行い， 久保田（構造デザイン）および松

村（鋼構造）が非常勤講師として講評を行った。 また，

構造計算には汎用的なFEM解析フ
。
ログラム「ABAQUS」

を使用した。 初年度であることや， 3年後期の金曜5限

という時間割などの理由によって， 受講生はたった6

名 （うちl名は途中棄権）であった。

2. 3 設計課題

前学期に行われた「社会基盤計画」では， 「熊本大学

の南北キャンパスをつなくつた めの様々な施策につい

て提案させた。 そこで当演習では， その施策を2つの

キャンパスを分断する県道を跨ぐ歩道橋設置に絞り，

対象地を設定してデザインを提案させることとした。

ただし幅員など， 歩道橋が有すべき機能については自

由度を与えており， なかでも， 県道を跨ぐことで南北

両キャンパスをつなぐ景観的意義に留意することとし

た。 また， 歩道橋と併せて橋詰空間のランドスケープ

も提案させることとした。

図－2 演習対象地

3. 演習の内容

3. 1 演習の準備（9/28, 10ハ2. 10/19) 

ガイダンスの翌週は， 久保田による歩道橋デザイン

に関する概論的な講義の後， 実橋の現場見学を行った。

これらは， 一般的に目にする歩道橋しかイメ ージのな

い学生に対して， その可能性を学習させる意図を持っ

ていた。 その後， 第3週になって初めて詳細な課題説

明を行い， ともに現地調査を行った。

3 2 デザイン案の構想（10/26～11/30) 

まずABAQUS に触れることから始め， 次に構想、案のス

ケッチ， その後は教員によるエスキスを通して両者を
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